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車
い
す
を
使
っ
て
い
る
娘
が
い
ま
す
。
外
出
を
さ
せ
た
い
の
で
す
が
、
ト
イ
レ
の
時
に
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

一
人
だ
と
難
し
い
と
思
っ
た
の
で
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
二
人
介
護
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
体
重
が

40
キ
ロ
以
上
じ
ゃ
な
い
と
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
娘
の
体
重
は
40
キ
ロ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
も
家
族
で

外
出
す
る
と
き
に
は
、
父
親
と
私
の
二
人
が
か
り
で
ト
イ
レ
介
助
を
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
30
キ
ロ
以
上

あ
る
人
間
を
、
女
性
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
一
人
で
持
ち
上
げ
ら
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

こんなとき
どうするの

す
。
ち
な
み
に
、
女
性
労
働
基
準
規
則
で

は
、
満
18
才
以
上
の
女
性
で
、
断
続
作
業

30
㎏
、
継
続
作
業
20
㎏
以
上
の
重
量
物
を

取
り
扱
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
女
性
の
持
ち
上
げ
能
力
は
男
性

の
60
％
位
で
、
体
重
60
㎏
の
男
性
が
持
ち

上
げ
ら
れ
る
重
量
が
体
重
の
40
％
の
24
㎏

ま
で
な
ら
、
女
性
は
そ
の
６
割
で
18
・
８

㎏
ま
で
と
な
る
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
日
本
の
福
祉
業
界
で
は
、
ま

だ
ま
だ
人
力
で
抱
え
上
げ
る
作
業
が
主
流

で
、
そ
の
た
め
多
く
の
人
が
腰
痛
を
抱
え

た
ま
ま
で
仕
事
を
し
て
い
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
労
働
者
本
人
だ
け

で
な
く
、
利
用
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て

も
、
い
つ
事
故
が
起
こ
る
か
、
ま
た
担
当

者
が
︵
腰
痛
で
︶
い
な
く
な
る
か
わ
か
ら

な
い
と
い
う
不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

川
崎
市
に
も
、
体
重
で
支
給
要
件
を
し
ぼ

る
の
な
ら
、
新
し
い
厚
生
労
働
省
か
ら
の
指

　

今
年
の
６
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
19
年

ぶ
り
に
﹁
職
場
に
お
け
る
腰
痛
予
防
の
指

針
﹂の
改
訂
版
が
出
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

福
祉
・
医
療
分
野
等
に
お
け
る
介
護
・
看

護
作
業
に
つ
い
て
章
が
設
け
ら
れ
て
い

て
、
福
祉
用
具
を
導
入
す
る
な
ど
省
力
化

に
つ
と
め
、
労
働
者
の
腰
部
へ
の
負
担
を

軽
減
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

腰
痛
は
労
災
の
中
で
６
割
を
占
め
る
疾

病
で
、
そ
の
中
で
も
介
護
や
看
護
を
含
む

保
健
衛
生
業
の
占
め
る
割
合
は
約3

割

で
、
他
の
業
種
と
比
べ
て
そ
の
増
加
率
は

年
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く

医
療
・
福
祉
の
業
界
で
働
こ
う
と
し
て
い

る
人
、
働
い
て
い
た
人
が
腰
痛
で
仕
事
を

断
念
し
、
人
材
不
足
に
拍
車
を
か
け
る
状

況
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
指
針
で
は
、
人
力
で
の
抱
え
上
げ

は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
。
対
象
者
の
状

態
に
即
し
て
、
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド

や
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
、
リ
フ
タ

ー
な
ど
を
適
宜
利
用
す
る
。
こ
の
よ
う
な

福
祉
用
具
が
使
え
な
い
場
合
は
、
対
象
者

の
状
態
及
び
体
重
等
を
考
慮
し
２
名
以
上

で
作
業
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま

ー
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
ご
本
人
や
ご

家
族
の
方
と
相
談
し
な
が
ら
、
よ
い
方
法
を

見
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
体
重
制
限

は
、
18
歳
ま
で
の
児
童
に
も
適
用
さ
れ

ま
す
。
身
体
介
護
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、

﹁
当
が
い
児
の
体
重
が
60
㎏
以
上
で
、

保
護
者
だ
け
で
の
介
護
が
困
難
な
場
合

で*

座
位
保
持
・
立
位
保
持
が
で
き
な

い
場
合
は
、
40
㎏
以
上
⁝
入
浴
の
場
合

に
限
っ
て
は
、
20
㎏
以
上
﹂
と
あ
り
、

付
記
と
し
て
、
通
常
の
子
育
て
で
も
生

じ
る
困
難
さ
を
補
完
す
る
も
の
で
は
な

い
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
の
子
育

て
で
は
、
３
歳
児
︵
平
均
体
重
14
・
５

㎏
︶
以
上
の
年
齢
の
子
ど
も
を
常
に

抱
き
上
げ
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
こ
も
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

「サッカー教室開催」のご案内

　ノーマライゼーション推進会議マイウェイ、生活

指導員の吉本です。下記の通り、当事業所の活動で

ある「サッカー教室開催」のご案内をお知らせいた

します。サッカーを通じてたくさんの仲間をつく

り、身体を動かすことの楽しさを知ってもらいたい

と思ってます。ご多忙中かと存じますが、ぜひご参

加をお待ちしております。

【今後の日程】◆ 10 月 12 日（土）◆ 11 月９日（土）

◆12月14日（土）毎月第二土曜日に開催しております。

【時間】９：30 ～ 11：30（12：00 には解散します）

【会場】川崎市立養護学校グランド（住所）：川崎市

高津区久本３－７－１

【主催・協力】マイウェイ、日本アンプティサッカー

協会、日本理化学工業

【問い合わせ】マイウェイ　生活指導員　吉本

TEL ０４４－８３３－５８８６

針
を
基
に
し

て
ほ
し
い
と

い
う
申
し
入

れ
を
し
て
い

ま
す
。
施
設
と
違
い
、

利
用
者
の
居
宅
や
外

出
で
の
介
護
は
設
備

を
整
え
る
の
が
難
し

い
で
す
が
、
ヘ
ル
パ

「普通に生きる」2013 年度映画会のお知らせ
日時 ： ２０１３年１０月１７日（木曜日）入場無料

昼の部　　開場：12：00　　開演　12：45 ～ 14：15

夜の部　　開場：18：00　　開演：18：30 ～ 20：00

場所 ： ミューザ川崎シンフォニーホール  ４Ｆ 音楽工房　市民交流室　   

内容 ： 【　普通に生きる　】

主催 ： 特定非営利活動法人 療育ねっとわーく川崎　

後援：川崎市教育委員会

※入場ご希望の方は、【入場整理券】をお送りします。ぜひ、この機会を見逃さずご覧ください。

お問合せ先 ＴＥＬ 044-930-0160　ＦＡＸ 044-930-0128　　谷　・　前田　　   

摂食・嚥下困難を持つ人への対
応を見直してみませんか？

ＮＰＯ法人フュージョンコムかながわ・県肢体
不自由協会

開催月日　2013 年 10 月 27 日（日）
　　　　　10：00 ～ 16：00
会場　ウイリング横浜　10 階介護実習室Ⅰ・Ⅱ
　　　ゆめおおおかオフィスタワー内
募集人員：60 名
参加費：4500 円
申し込み　ファックスで
内容：【午前】専門研修「摂食・嚥下困難を持
つ人への対応」－今までの指導事例を振り返っ
て【講師】芳賀デンタルクリニック〈院長〉芳
賀定　歯科医師

【午後】専門研修「摂食・嚥下困難に対する理
学療法的視点」【講師】横浜市総合リハビリテー
ションセンター　永井志保　理学療法士

連絡先　℡  　０４５－３１１－８７４２
　　　　FAX ０４５－３２４－８９８５
ＨＰ：www.kenshikyou.jp/ 
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今
回
の
改
訂
で
は
、「
重
症
心
身
障
害

児
施
設
等
に
お
け
る
介
護
作
業
」か
ら「
福

祉
・
医
療
等
に
お
け
る
介
護
・
看
護
作
業
」

全
般
に
適
用
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
腰
部
に
著
し
く
負
担
が
か
か
る
移

乗
介
助
等
で
は
、
リ
フ
ト
等
の
福
祉
機
器

を
積
極
的
に
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
原
則

と
し
て
人
力
に
よ
る
人
の
抱
上
げ
は
行
わ

せ
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
改
訂
の
背
景
に
は
、
保
健
衛
生
業
で
の

腰
痛
発
生
率
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
腰

痛
に
よ
る
休
業
率
や
離
職
率
も
高
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
「
介
護
労
働
者
実
態
調
査
」

に
よ
る
と
、
平
成
19
年
10
月
か
ら
の
１
年

間
で
介
護
職
員
の
採
用
率
は
28
・
６
％
、
離

職
率
は
21
・
９
％
で
あ
り
、
離
職
者
の
75
・

５
％
が
３
年
未
満
で
退
職
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
今
後
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
さ
れ
る
障
害
者
は
増
加
し
、
介
護
労

働
者
の
確
保
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

欧
米
で
は
、
介
護
機
器
の
全
面
的
導
入

に
よ
る
意
識
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

１
９
９
６
年
に
、
ノ
―
リ
フ
ト
（
人
力
に

よ
る
抱
え
あ
げ
の
禁
止
）
運
動
が
始
め
ら

れ
、
10
年
か
か
っ
て
腰
痛
問
題
を
解
決
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
日
本
で
は
い
ま
だ
に
人
力
に

頼
っ
た
介
護
が
中
心
と
な
っ
て
い
て
介
護

機
器
の
普
及
が
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
厚
生
労
働
省
の
指
針
改
訂
で
、
腰
痛
問

題
解
決
へ
の
道
筋
が
で
き
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
リ
フ
タ
ー
等
の
介
護
機
器

の
導
入
に
は
、
高
額
な
費
用
が
か
か
り
ま

す
。「 

介
護
労
働
者
設
備
等
導
入
奨
励
金
」

と
し
て
、
介
護
機
器
を
導
入
し
た
事
業
者

へ
の
半
額
補
助
の
制
度
は
あ
り
ま
す
が
、

事
業
者
の
負
担
は
大
き
く
改
善
策
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省「
職
場
に
お
け
る

腰
痛
予
防
対
策
指
針
」改
訂

厚
生
労
働
省
に
よ
る
「
職
場
に
お

け
る
腰
痛
予
防
対
策
指
針
」
抜
粋

福
祉
・
医
療
分
野
等
に
お
け
る 

介
護
・
看
護
作
業

　

高
齢
者
介
護
施
設
・
障
害
児
者
施
設
・

保
育
所
等
の
社
会
福
祉
施
設
、医
療
機
関
、

訪
問
介
護
・
看
護
、
特
別
支
援
学
校
で
の

教
育
等
で
介
護
・
看
護
作
業
等
を
行
う
場

合
に
は
、
重
量
の
負
荷
、
姿
勢
の
固
定
、

前
屈
等
の
不
自
然
な
姿
勢
で
行
う
作
業
等

の
繰
り
返
し
に
よ
り
、
労
働
者
の
腰
部
に

過
重
な
負
担
が
持
続
的
に
、
又
は
反
復
し

て
加
わ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
が
腰
痛
の

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
者
は
、
次
の
対
策
を

講
じ
る
こ
と
。

１
腰
痛
の
発
生
に
関
与
す
る
要
因
の
把
握

　

介
護
・
看
護
作
業
等
に
従
事
す
る
労
働

者
の
腰
痛
の
発
生
に
は
、「
介
護
・
看
護

等
の
対
象
と
な
る
人
（
以
下
「
対
象
者
」

と
い
う
。）
の
要
因
」「
労
働
者
の
要
因
」

「
福
祉
用
具
（
機
器
や
道
具
）
の
状
況
」「
作

業
姿
勢
・
動
作
の
要
因
」「
作
業
環
境
の

要
因
」「
組
織
体
制
」「
心
理
・
社
会
的
要

因
」
等
の
様
々
な
要
因
が
関
与
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
を
的
確
に
把
握
す
る
。

２
リ
ス
ク
の
評
価
（
見
積
り
）

　

具
体
的
な
介
護
・
看
護
等
の
作
業
を
想

定
し
て
、
労
働
者
の
腰
痛
の
発
生
に
関
与

す
る
要
因
の
リ
ス
ク
を
見
積
も
る
。
リ
ス

ク
の
見
積
り
に
関
し
て
は
、
個
々
の
要
因

ご
と
に
「
高
い
」「
中
程
度
」「
低
い
」
な

ど
と
評
価
を
行
い
、
当
該
介
護
・
看
護
等

の
作
業
の
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
。 

３
リ
ス
ク
の
回
避
・
低
減
措
置
の
検
討
及

び
実
施

　

２
で
評
価
し
た
リ
ス
ク
の
大
き
さ
や
緊

急
性
な
ど
を
考
慮
し
て
、
リ
ス
ク
回
避
・

低
減
措
置
の
優
先
度
等
を
判
断
し
つ
つ
、

次
に
掲
げ
る
よ
う
な
、
腰
痛
の
発
生
要
因

に
的
確
に
対
処
で
き
る
対
策
の
内
容
を
決

定
す
る
。 

(1)
対
象
者
の
残
存
機
能
等
の
活
用

　

対
象
者
が
自
立
歩
行
、
立
位
保
持
、
座

位
保
持
が
可
能
か
に
よ
っ
て
介
護
・
看
護

の
程
度
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
対
象
者
の

残
存
機
能
と
介
助
へ
の
協
力
度
等
を
踏
ま

え
た
介
護
・
看
護
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
。

(2)
福
祉
用
具
の
利
用

福
祉
用
具
（
機
器
・
道
具
）
を
積
極
的
に

使
用
す
る
こ
と
。

(3)
作
業
姿
勢
・
動
作
の
見
直
し

イ　

抱
上
げ
、
移
乗
介
助
、
入
浴
介
助
及

び
排
泄
介
助
に
お
け
る
対
象
者
の
抱
上
げ

は
、
労
働
者
の
腰
部
に
著
し
く
負
担
が
か

か
る
こ
と
か
ら
、
全
介
助
の
必
要
な
対
象

者
に
は
、
リ
フ
ト
等
を
積
極
的
に
使
用
す

る
こ
と
と
し
、
原
則
と
し
て
人
力
に
よ
る

人
の
抱
上
げ
は
行
わ
せ
な
い
こ
と
。ま
た
、

対
象
者
が
座
位
保
持
で
き
る
場
合
に
は
ス

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
等
の
使
用
、
立
位

保
持
で
き
る
場
合
に
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

マ
シ
ー
ン
等
の
使
用
を
含
め
て
検
討
し
、

対
象
者
に
適
し
た
方
法
で
移
乗
介
助
を
行

わ
せ
る
こ
と
。

　

人
力
に
よ
る
荷
物
の
取
扱
い
作
業
の
要

領
に
つ
い
て
は
、「
Ｉ
重
量
物
取
扱
い
作

業
」
に
よ
る
こ
と
。

ロ　

不
自
然
な
姿
勢

　

ベ
ッ
ド
の
高
さ
調
節
、
位
置
や
向
き
の

変
更
、
作
業
空
間
の
確
保
、
ス
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
シ
ー
ト
等
の
活
用
に
よ
り
、
前
屈
や

ひ
ね
り
等
の
姿
勢
を
取
ら
せ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。
特
に
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
介

護･

看
護
作
業
で
は
、
労
働
者
が
立
位
で

前
屈
に
な
ら
な
い
高
さ
ま
で
電
動
で
上
が

る
ベ
ッ
ド
を
使
用
し
、
各
自
で
作
業
高
を

調
整
さ
せ
る
こ
と
。

　

不
自
然
な
姿
勢
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い

場
合
は
、
前
屈
や
ひ
ね
り
の
程
度
を
小
さ

く
し
、
壁
に
手
を
つ
く
、
床
や
ベ
ッ
ド
の

上
に
膝
を
着
く
等
に
よ
り
身
体
を
支
え
る

こ
と
で
腰
部
に
か
か
る
負
担
を
分
散
さ

せ
、
ま
た
不
自
然
な
姿
勢
を
と
る
頻
度
及

び
時
間
も
減
ら
す
こ
と
。

(4)
作
業
の
実
施
体
制

　

(2)
の
福
祉
用
具
の
使
用
が
困
難
で
、
対

象
者
を
人
力
で
抱
え
上
げ
ざ
る
を
得
な
い

場
合
は
、
対
象
者
の
状
態
及
び
体
重
等
を

考
慮
し
、
で
き
る
だ
け
適
切
な
姿
勢
に
て

身
長
差
の
少
な
い
２
名
以
上
で
作
業
す
る

こ
と
。
労
働
者
の
数
は
、
施
設
の
構
造
、

勤
務
体
制
、
作
業
内
容
及
び
対
象
者
の
心

身
の
状
況
に
応
じ
必
要
数
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
適
正
に
配
置
し
、
負
担
の
大
き

い
業
務
が
特
定
の
労
働
者
に
集
中
し
な
い

よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。（
略
）

　

ホ　

対
象
者
の
家
庭
が
職
場
と
な
る
訪

問
介
護
・
看
護
で
は
、
腰
痛
予
防
の
観
点

か
ら
作
業
環
境
の
整
備
が
十
分
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
事
業
者
は
各
家
庭
に
説
明
し
、
腰

痛
予
防
の
対
応
策
へ
の
理
解
を
得
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。
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☆
絶
対
数
が
少
な
い
。
自
宅
か
ら
近
い
と

こ
ろ
に(

各
区
に
欲
し
い
︶。

☆
短
期
入
所
の
こ
と
を
知
ら
な
い
、
情
報

提
供
・
広
報
を
し
て
欲
し
い
。　

☆
申
込
方
法
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

◌
セ
ン
タ
ー
的
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
空
き

状
態
が
一
目
瞭
然
な
ら
い
い
な
。

☆
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
欲
し
い
。　

☆
通
所
施
設
で
短
期
入
所
を
実
施
し
て
欲

し
い
。

◌
慣
れ
た
場
所
・
本
人
の
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
の
で
安
心
。

◌
初
期
費
用
が
で
な
い
今
の
状
況
で
は
や

ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
は
出
な
い
と
思
う
。

☆
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
空
き
部
屋
利
用

◌
空
床
型
で
は
な
く　

専
門
職
員
が
い
る

小
規
模
な
単
独
型
が
増
え
た
ら

◌
病
院
内
の
空
き
ベ
ッ
ド
で
は
、
元
気
な

状
態
で
利
用
し
た
の
に
病
気
を
も
ら
っ
て

大
変
な
こ
と
に　
　
　
　
　
　
　

◎
大
人
に
な
っ
た
ら
親
が
関
わ
る
の
は
う

る
さ
く
感
じ
る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思

う
。
送
迎
と
か
す
べ
て
に
親
が
関
わ
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
今
の
状
況
は
お

か
し
い
か
な
。

︻
用
語
説
明
︼
併
設
事
業
所
：
障
碍
者
支
援
施
設

等
と
一
体
的
な
運
営
を
行
う
事
業
所
。
空
床
利

用
型
事
業
所
：
入
所
者
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い

居
室
を
利
用
し
た
運
営
を
行
う
事
業
所
。
単
独

型
事
業
所
：
併
設
事
業
所
と
空
床
利
用
型
事
業

6３

療ね
ひろば

■
第
11
回
療
ね
ひ
ろ
ば

９
月
18
日
に
開
催　

参
加
者　

松
浦　

臼

井　

太
田　

葛
西　

松
澤　

野
村　

三
浦

佐
藤　

熊
野　

佐
々
木　

矢
部　

谷
口　

岩
崎　

前
田　

西
田　

前
田　

谷

連
絡
事
項

◎
映
画
会
﹁
普
通
に
い
き
る
﹂
の
お
手
伝

い
の
お
願
い　

ポ
ス
タ
ー
チ
ラ
シ
配
布
の

お
願
い
。
入
場
整
理
券
あ
り
、
原
則
申
込

み
制　

受
付
後
郵
送
か
手
渡
し
す
る

◎
短
期
入
所
部
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
・
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
か
ら
見
え
た
こ
と

☆
重
心
医
療
的
ケ
ア
が
あ
る
人
、
認
知
度

は
高
い
が
使
え
て
い
な
い
。

☆
緊
急
利
用
で
き
て
い
な
い
。
特
に
パ

ニ
ッ
ク
の
時
少
し
離
れ
ら
れ
る
場
所
が

あ
っ
た
ら
、
１
泊
で
も
。

所
以
外
の
指
定
短
期
入
所
事
業
所

★
次
回
10
月
16
日
ロ
ン
ド
和
室
に
て

︽
内
容
︾
重
度
障
碍
者
等
入
院
時
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
に
つ
い
て

お
ま
け

　

こ
の
間
、
病
院
に
お
い
て
あ
っ
た
月
刊

雑
誌
の
、
認
知
症
の
親
の
介
護
を
し
な
が

ら
ハ
ー
ト
リ
ン
グ
運
動
を
し
て
い
る
ご
夫

婦
の
記
事
に
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
。﹁
自
分

や
家
族
が
な
っ
て
初
め
て
暮
ら
し
づ
ら
い

　

今
日
は
。
ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。
も

う
10
月
で
す
ね
。
私
は
、
ま
た
一
つ
年
を

と
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
嫌
で
す
ね
ぇ
。
ま

っ
、
自
分
な
り
に
頑
張
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　

６
月
の
最
終
週
に
、
父
＆
母
と
一
緒
に

北
海
道
旅
行
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。
北
海

道
と
言
え
ば
、
飛
行
機
と
レ
ン
タ
カ
ー
が

一
般
的
で
す
よ
ね
。
私
達
は
何
と
、
フ
ェ

リ
ー
で
行
っ
た
の
で
す
。
現
地
で
レ
ン
タ

カ
ー
と
言
っ
て
も
、
何
で
も
良
い
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
電
動
＆
手
動
を

持
っ
て
行
き
た
い
の
で
、
飛
行
機
で
二
台

は
難
し
い
で
す
。
な
の
で
、
車
ご
と
運
ん

で
く
れ
る
フ
ェ
リ
ー
を
選
ん
だ
の
で
す
。

　

フ
ェ
リ
ー
は
、
約
20
時
間
。
長
ー
ー
ー

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
意
外
に
快
適

で
し
た
よ
。
間
違
え
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

一
部
し
か
な
い
船
を
予
約
し
て
し
ま
い
、

ど
う
な
る
事
や
ら
と
落
ち
込
ん
で
い
た
の

で
す
。
実
際
に
乗
っ
て
見
る
と
、
階
段
の

横
に
椅
子
式
リ
フ
ト
が
つ
い
て
い
て
、
そ

れ
に
乗
っ
て
移
動
が
出
来
ま
し
た
。
個
室

の
部
屋
を
取
っ
た
の
で
、
い
つ
で
も
寝
転

ぶ
事
も
出
来
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
フ

ェ
リ
ー
は
合
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

北
海
道
は
、
広
く
て
気
持
ち
良
か
っ
た

で
す
よ
。
ま
だ
寒
い
位
で
し
た
。
富
良
野

に
泊
ま
り
、
旭
川
動
物
園
な
ど
を
回
っ
て

来
ま
し
た
。
色
ん
な
所
へ
行
き
、
一
番
感

じ
た
の
は
車
椅
子
ト
イ
レ
で
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
と
て
も
使
い
に
く
い
ト
イ

レ
だ
っ
た
の
で
す
。
便
座
の
両
側
に
、
可

動
式
の
手
す
り
が
つ
い
て
い
る
だ
け
。
い

つ
も
な
ら
Ｌ
字
の
手
す
り
に
つ
か
ま
り
自

分
で
立
ち
、
便
座
に
座
っ
た
後
反
対
側
の

手
す
り
を
使
い
良
い
位
置
に
お
尻
を
ず
ら

し
ま
す
。
で
す
が
、
両
側
に
手
す
り
が
あ

っ
て
も
、
自
分
で
は
立
て
ま
せ
ん
。
こ
れ

で
は
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る
母
に
負
担

が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
が
行
っ
た

観
光
地
は
、ほ
ぼ
こ
う
い
う
形
式
で
し
た
。

北
海
道
は
、
ま
だ
自
分
で
動
け
る
人
し
か

外
に
出
て
い
な
い
の
か
な
ぁ
？

　

と
言
う
わ
け
で
、
今
回
も
新
し
い
経
験

を
し
、
地
域
の
違
い
が
と
て
も
良
く
分
か

り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
色
ん

な
所
へ
行
く
の
は
良
い
ん
で
す
よ
ね
ぇ

ー
。
今
度
は
全
て
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
つ

い
て
い
る
フ
ェ
リ
ー
で
、
も
う
一
度
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
明
日
香

　

社
会
と
気
づ
く
﹂﹁
ど
こ
か
に
認
知
症
を
一

瞬
で
解
決
し
て
く
れ
る
魔
法
が
あ
る
は
ず
﹂

と
探
し
ま
わ
っ
た
。
結
果
、
医
療
や
介
護

の
プ
ロ
に
求
め
る
こ
と
を
基
本
ス
タ
ン
ス

に
し
て
い
る
と
﹁
や
っ
て
く
れ
な
い
﹂
と

い
う
気
持
ち
ば
か
り
出
て
き
て
負
の
連
鎖

に
な
っ
て
し
ま
う
。
家
族
・
周
囲
が
賢
く

な
ら
な
い
と
。
と
い
う
内
容
。
療
ね
ひ
ろ

ば
は
、
負
の
連
鎖
に
な
ら
な
い
よ
う
思
い

を
ぶ
つ
け
て
、
皆
で
考
え
る
場
で
す
。

障害計画課を訪ねて

　去る９月 19 日に当事者が主体となって行う相談支援について
聞くために、障害計画課を訪ねました。今回の目的は、当事者が
主体で行おうとする相談支援事業の意義と、事業化の実現に向け、
当事者が主体で行う意義を行政側に汲んでいただき、何らかの補
助が出ないものかという事が主内容でした。そこでまず手を上げ
て指定相談事業を行っている事業者がどの位あるのかと、その中
で実働されている事業者の数と、相談支援事業のみで行っている
事業者があるのか尋ねたところ、回答は予想通り、現在療育セン
ターも含めて、20 カ所の計画相談支援事業所がある中、「相談支
援のみで行っているところは、１箇所もない」とのこと。現状の
指定相談事業の体制では、現在実働されている事業者の方たちも、
赤字を本体の別事業から補っている訳で、このままの体制で指定
事業者が増えるわけがありませんよね。と問い正したところ、「以
前より川崎市を含め政令指定都市で国に対して、この部分に財源
をつけるように求めている」と仰り、さらに説明が進み「再編さ
れた相談支援は、基幹型・地域型は一般相談に力を入れ、計画相
談に重きをおかない」とか、「指定相談支援事業者では賄いきれ
ないので、区役所が行う」とか、「今回の再編の基は国である」
と仰る。それでは今まで私たちが要望して開いて頂いた説明会の
内容とは、あまりにもかけ離れていて、それは納得出来ないと言っ
たところ、さらに、新たな説明が始まった。この場で私達のみに
説明されても話にならないので、新たな内容についてきちんと説
明会を開いてもらう様に求めてきました。

当事者で行う　相談支援事業検討委員会　佐藤紀喜

「わたぼうし音楽祭」かおるさんから
　奈良の方にあるたんぽぽの家と言う作業所が主催して、毎年 8 月に行われています。

　障害者が書いた詞に曲を付けたものを募集しています。

　私はれいんぼうの入所者 3 人で歌のグループ ( フラワーバタフライ ) を組んでいて、

オリジナル曲が数曲あるので、メンバーがその中の一曲を応募したところ、600 曲以

上の中から最終選考に残って、最終選考に残ると奈良の大きなホールで歌って大賞を決

めます。

　しかし 3 人で奈良まで行くのは介助者の手配等の問題があったので、応募した 1 人

だけが奈良まで行って歌ってきたのですが、

　なんと見事大賞を取ると言う快挙！
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４５

《
趣 

旨
》

　

障
害
者
の
相
談
支
援
は
、
近
年
に
わ
か

に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

川
崎
市
も
本
年
４
月
よ
り
、
相
談
支
援
体

制
を
再
編
さ
れ
、
各
区
に
基
幹
型
と
地
域

型
と
し
て
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
さ

れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
当
事
者
及
び
関
係

者
に
と
っ
て
は
、
何
が
充
実
さ
れ
ど
の
よ

う
に
実
働
し
て
頂
け
る
の
か
、
何
も
分
か

り
ま
せ
ん
し
、
何
も
伝
わ
っ
て
き
ま
せ

ん
。
当
事
者
は
新
し
い
制
度
と
旧
制
度
の

間
で
、
た
だ
た
だ
困
惑
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
い
ま
ま
で
、
多
く
の
相
談
支
援
事

業
者
が
（
少
数
で
す
が
、
き
ち
ん
と
支
援

し
て
く
れ
る
事
業
者
や
役
所
の
ワ
ー
カ
ー

さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
）
行
っ
て

き
た
、相
談
支
援
事
業
は
自
立
支
援
法（
現

在
は
総
合
支
援
法
）
の
み
で
の
サ
ー
ビ
ス

計
画
を
作
成
で
、
医
療
は
医
療
で
と
い
っ

た
方
法
や
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
時
間
数
を

超
え
る
計
画
や
ヘ
ル
パ
ー
が
行
え
る
医
療

行
為
が
必
要
な
ケ
ー
ス
に
な
る
と
消
極
的

で
あ
る
と
か
、
当
事
者
の
生
活
を
自
立
し

た
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
、
生
活
設
計
を

組
み
上
げ
る
支
援
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん

し
、
な
に
よ
り
も
当
事
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

障
害
福
祉
の
相
談
支
援
と
言
っ
た
と
き

に
、
そ
も
そ
も
障
害
か
ど
う
か
ま
だ
わ
か

ら
な
か
っ
た
り
、
受
け
止
め
き
れ
な
か
っ

た
り
、
そ
う
い
う
人
た
ち
も
含
め
て
、
支

援
し
ま
す
よ
、お
せ
っ
か
い
焼
き
ま
す
よ
、

と
い
う
の
が
相
談
支
援
の
基
本
姿
勢
で
あ

る
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
基

本
姿
勢
の
基
、
ま
ず
聞
く
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
そ
の
上
で
必
要
な
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取

り
、
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
の
み
で
終
わ
ら

ず
、
医
療
と
の
連
携
、
福
祉
機
器
等
の
設

備
・
整
備
と
ト
ー
タ
ル
で
生
活
設
計
を
し
、

日
常
の
不
安
に
耳
を
傾
け
、
時
に
は
聞
く

こ
と
に
専
念
す
る
。
こ
う
い
う
事
が
相
談

支
援
事
業
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

現
在
の
相
談
支
援
体
制
が
制
度
と
し
て

施
行
さ
れ
る
ま
で
に
も
っ
と
も
欠
け
て
い

た
「
当
事
者
及
び
関
係
者
の
声
を
聞
い
た

制
度
」
聞
い
た
制
度
」
を
実
現
す
る
た
め
、

そ
し
て
私
た
ち
の
求
め
る
相
談
支
援
の
手

段
と
し
て
、
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
当
事

者
で
、
い
ま
ま
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
生

活
設
計
を
し
、
今
も
制
度
の
改
変
や
、
自

身
の
身
体
状
況
・
生
活
環
境
の
変
化
の
度
、

支
援
体
制
を
組
み
直
す
等
、
様
々
な
苦
労

を
し
な
が
ら
も
自
立
生
活
を
送
っ
て
い
る

当
事
者
が
相
談
支
援
に
関
わ
り
、
相
談
支

援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
極
め
て
重
要

か
つ
必
要
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
が
求
め
る
相
談
支
援

体
制
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
身
体

障
害
者
を
対
象
と
し
、
当
事
者
を
含
め
た

支
援
体
制
を
確
立
後
、
精
神
・
知
的
分
野

の
当
事
者
及
び
関
係
者
の
参
画
を
求
め
、

三
障
害
対
応
を
目
指
し
ま
す
。

　

当
事
者
が
相
談
支
援
に
関
わ
る
事
に
よ

り
、
ニ
ー
ズ
の
引
き
出
し
や
す
さ
や
、
生

活
設
計
に
不
足
し
が
ち
な
社
会
資
源
、
医

療
関
係
等
に
も
充
実
し
た
支
援
が
行
え
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

《
経　

緯
》

　

私
た
ち
は
、
福
祉
の
入
口
は
相
談
支
援

で
あ
る
と
の
考
え
、以
前
よ
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
川

崎
の
福
祉
を
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
す
る

会
）
と
共
に
、
相
談
支
援
の
充
実
を
考
え

て
き
ま
し
た
。

　

川
崎
市
に
も
、
相
談
支
援
事
業
再
編

（
案
）
の
段
階
か
ら
、 

私
た
ち
の
思
い
や
、

再
編
の
あ
り
方
に
つ
い
て
度
々
説
明
の
お

願
い
や
、
意
見
を
あ
げ
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
が
、
中
々
私
た
ち
の
思
い
を
反
映

し
て
頂
く
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
現
在
の
相
談
支
援
体
制
の
ま
ま

で
は
、
乱
暴
な
言
い
方
に
な
り
ま
す
が
、

看
板
を
掲
げ
て
い
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
何
度
も
申
し
上
げ
ま
す
が
、

「
当
事
者
及
び
関
係
者
の
声
を
聞
く
」
と

い
う
制
度
改
変
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
相

談
支
援
事
業
の
未
来
が
見
え
ま
せ
ん
し
、

こ
の
間
に
も
困
窮
し
て
い
る
方
や
、
な
に

も
知
ら
ず
、
何
を
ど
う
し
て
良
い
の
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
す
。

　

私
た
ち
の
声
を
汲
み
入
れ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
今
後
も
制
度
の
改
変
は
訴
え
続

け
て
行
き
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
制
度
の
改

変
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
、
い
つ
ま
で
も

前
に
進
ま
な
い
と
思
い
い
た
り
、
自
分
た

ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
決
心

し
、
小
規
模
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の

相
談
支
援
事
業
設
立
と
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

療
育
ね
っ
と
わ
ー
く
川
崎

当
事
者
に
よ
る
相
談
支
援
事
業
検
討
委
員

会　

佐
藤
紀
喜

入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
き
っ
か
け
に 

リ
フ
タ
ー
を
導
入

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ロ
ン
ド
で
は
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
リ
フ
タ
ー
の
導
入
を
勧
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
ト
イ
レ
浴

室
、
居
室
（
入
居
者
さ
ん
）
へ
の
導
入
、

２
号
館
で
の
階
段
昇
降
リ
フ
タ
ー
や
浴
室

で
の
リ
フ
タ
ー
導
入
と
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
さ
ら
に
２
号
館
ホ
ー
ル
に

も
リ
フ
タ
ー
導
入
し
ま
し
た
。
同
時
に
、

利
用
者
の
方
に
も
安
全
に
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
リ
フ
タ
ー
業
者
に
よ
る
講
習

会
や
今
回
の
指
針
に
も
と
づ
く
研
修
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。

体
験
し
て
わ
か
っ
た 

思
っ
た
以
上
の
安
定
感

　

実
際
に
要
介
護
者
に
な
っ
て
ス
リ
ン
グ

シ
ー
ト
に
の
っ
て
リ
フ
タ
ー
等
で
釣
り
上

げ
て
も
ら
う
体
験
も
し
ま
し
た
。

　
「
思
っ
た
以
上
に
安
定
感
が
あ
る
」「
気

持
が
よ
い
」
と
好
評
で
し
た
。
し
か
し
、

ス
リ
ン
グ
シ
ー
ト
は
洋
服
の
よ
う
な
も
の

な
の
で
、
そ
の
人
の
身
長
や
体
型
、
筋
緊

張
の
状
態
な
ど
を
考
慮
し
、
一
人
一
人
に

合
わ
せ
た
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
こ
と

が
大
切
な
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

利
用
さ
れ
る
側
も
快
適
に

　

Ｏ
Ｔ
の
長
谷
川
先
生
に
よ
る
と
、
適
切

な
ス
リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
利
用
す
れ
ば
、
異

常
な
緊
張
が
取
れ
、
人
の
力
で
は
で
き
な

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ロ
ン
ド
で
の
腰
痛
予
防
対
策

当
事
者
で
行
う
相
談
支
援
事
業 

設
立
趣
旨
書

い
良
肢
位
を
保
持
で

き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
人
力
で
の
抱
き

上
げ
が
一
番
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
利
用
さ
れ
る
方

に
と
っ
て
も
、
快
適

な
も
の
だ
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

 「
わ
た
ぼ
う
し
音
楽
祭
」最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た

作
詞
　
福
井
聖
子

「
未
来
」

Ａ　

果
て
し
な
い
時
間
の
中
で
沢
山
の
人
に
出
会
え
た
。

今
と
い
う
日
迎
え
ら
れ
た
事
が
、
嬉
し
く
て
、
少
し
寂
し
い
。

Ｂ　

あ
の
時
、
あ
の
家
を
出
て
、
歩
き
出
す
事
に
な
っ
た
か
ら
。

涙
あ
ふ
れ
て
切
な
か
っ
た
け
ど
、
今
前
を
向
い
て
進
ん
で
行
け

る
。

サ
ビ　

あ
り
が
と
う
た
け
じ
ゃ
全
部
伝
え
き
れ
な
い
想
い
。

今
は
こ
の
姿
だ
け
が
唯
一
の
恩
返
し

Ａ 

喜
び
や
悲
し
み
も
、
こ
れ
か
ら
先
あ
る
だ
ろ
う
。

一
人
じ
ゃ
耐
え
き
れ
な
い
事
も
仲
間
で
助
け
合
え
る
。

Ｂ 

何
が
正
し
い
か
何
て
分
か
ら
な
い
、
不
安
だ
っ
て
あ
る
け

ど
。

今
は
、
私
た
ち
の
道
を
真
っ
す
ぐ
に
、
立
ち
止
ま
ら
ず
に
進
ん

で
い
く

Ｃ 

言
葉
を
探
し
て
、
何
か
を
伝
え
た
く
て
、
分
か
ら
な
く
て
、

涙
が
溢
れ
て
る
。

今
は
ま
だ
弱
い
私
だ
か
ら
心
配
だ
っ
て
か
け
て
し
ま
う
。

サ
ビ  

あ
り
が
と
う
た
け
じ
ゃ
全
部
伝
え
き
れ
な
い
想
い
。

今
は
こ
の
姿
だ
け
が
唯
一
の
恩
返
し
。

あ
り
が
と
う
な
ん
て
素
直
に
言
え
な
い
か
ら
今
は
た
だ
、

私
た
ち
の
姿
を
見
て
。

こ
れ
か
ら
時
が
経
っ
て
、
新
し
い
希
望
が
生
ま
れ
。

私
た
ち
が
貰
っ
た
愛
を
今
度
は
与
え
て
ゆ
け
る
よ
う
、
強
く
な
る
。


